
 

 

 

◎  令和５年労働災害発生状況（11 月） 

 
大河原署管内 宮城局管内 

R4 R5 前年比 R4 R5 前年比 

製造業 計   40 (1)   30  -10 (-1)  369 (4)  349 (4) −20 (0) 

食 料 品 製 造 業   11    14  3  174   177    3 

機械金属製造業   17 (1)   11  −6 (-1)  95  (1)   95 (3)       0 (2) 

建設業 計   24 (2)   30     6 (-2)  256  (5) 261 (4) 5 (-1) 

土 木 工 事 業   14 (2)   13     -1 (-2)    82 (4) 75  -7 (-4) 

建 築 工 事 業    9    13  4  126 (1) 141 (2) 15 (1) 

そ の 他 の 建 設    1     4  3   48    45  (2) -3 (2) 

運輸交通業 計   10     6  −4  315 (2)  306 (1)      −9 (−1) 

陸上貨物運送業   10     3  -7  290 (2)  272 (1) −18 (-1) 

商 業   28    23 (1) -5  (1)  421   372 (3)    −49 (3) 

社会福祉施設    7    10  3  184   201  17 

全 産 業   154  (3)  148 (1)   −6 (-2) 2136 (15) 2116 (18) −20 (3) 

 

 

 

 

 

  

※１ 休業４日以上の死傷労働災害（労働者死傷病報告による）の速報値。※前年比は死傷者数（人）。※( )は内数で死亡者数／※２ 機械金属製造業は、鉄鋼

業・金属製品・一般機械・電気機械・輸送機械製造業の合計。／※３ 陸上貨物運送業は道路貨物運送業と陸上貨物取扱業の合計。 

（参考）当署管内では令和 5 年 1 月～11 月において事故の型別の多いものから①転倒２６％、②墜落、転落２１％、③切れ、こすれ１２％の順。 
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新型コロナウイルス感染症によるものを除き R4 及び R5 を掲載しています。 

令和 5年度「宮城年末年始労働災害防止強化運動」実施中 

 

 

 
宮城労働局 HP（新着情報） 

2023年 11月 30日公表 

令和 5年度宮城年末年始労働災防止強化運動 

   

令和５年１２月１日から令和６年１月３１日は、

「宮城年末年始労働災害防止強化運動」期間です。 

 

～取組はお済ですか？～ 

ア 「SafeworK 向上宣言」を活用するなどした事業主及び労

働者等による安全衛生方針の表明 

イ 安全衛生活動の点検、評価、改善及び新たな安全衛生計

画等の作成 

ウ 事業主等による安全衛生パトロール 

エ 作業内容の変更等に伴う安全衛生教育 

オ 作業場、設備、保護具、通路、標識や表示等の一斉点検 

カ 大掃除等に伴う４Ｓ（整理、整頓、清掃、清潔）活動 

キ 年末年始の作業開始時における安全確認 

ク 労働時間の適正管理と過重労働の防止 

ケ 長時間労働を行った労働者に対する医師の面接指導等 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：大河原労働基準監督署（TEL0224-53-2154）柴田郡大河原町字新東 24-25 

労働条件や安全衛生の確保・改善、労災補償等についてご不明な点やお悩みのことがあれば、お気軽にご相談ください。 

労働時間制度等のご相談については「労働時間相談・支援班」がご希望に応じて個別訪問で対応いたします。 

労働条件関係は監督係、労働災害防止・健康確保対策関係は安全衛生係、労働保険料・労災保険関係は労災係まで。 

 

 

 

冬季は、積雪や路面の凍結など 

により転倒災害が多く発生する 

傾向があります。 

次の４つに留意して転倒災害を 

防ぎましょう。 

 「転倒災害防止のための 

チェックシート」も併せてご活用 

ください 

  

１ 天気予報に気を配る 

寒波が予想される場合などには、労働者に周知し早めに対策をとりましょう。 

２ 時間に余裕をもって歩行、作業を行う 

悪天候による交通機関の遅れが見込まれる場合は、時間に余裕をもって出勤するように

し、落ち着いて作業をするように心がけましょう。屋外では、小さな歩幅で靴の裏全体を

地面に付けて歩くようにしましょう。 

３ 駐車場の除雪・融雪は万全に、出入口などにも注意する 

駐車場内や、駐車場から職場までの通路に、除雪や融雪剤の散布を行いましょう。ま

た、出入口には転倒防止用マットを敷き、照明設備を設けて夜間の照度を確保しましょ

う。 

４ 職場の危険マップ、適切な履物、歩行方法などの教育を行う 

職場内で労働者が転倒の危険を感じた場所の情報を収集し、危険マップなどにより労働

者に伝えるようにしましょう。 

また、作業に適した履物選びや、雪道や凍った路面上での歩き方を教育しましょう。 
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発生月別

大河原労働基準監督署管内 

令和４年の休業４日以上の転倒による労働災害発生状況 

（単位：人） 

 

転倒災害を防止しましょう 

ご注意ください 

水・油用の耐滑靴、氷上用の耐滑靴、粉体上の耐滑

靴は、それぞれ対策が異なります。 

市販されている耐滑靴の多くは「水・油用」ですの

で、雪や氷の上では滑ることがあります。 

耐滑靴といえども、冬季の屋外使用では注意が必要

となります。 

 

厚生労働省 

職場のあんぜんサイト(転倒災害防止の推進について) 

 

 


